
「課題提示型」提案募集シート 

 

１ 提案を募集する内容について 

募集テーマ No.32 DX を活用した看護師等の業務負担軽減策について 

提案を募集する背景 

（現状・課題） 

今後の生産年齢人口の減少見通しから、年々職員を必要数採用する難

易度は高まっていくと想定される。当院の担い手の確保に関する取組と

しては、新規採用だけでなく、現職員の離職を可能な限り少なくする取

組の必要性が高まっている。 

中でも看護師においては、慢性的な人材不足から、１人あたりの業務

負担量が増加しており、健全な病院運営の観点から、業務負担の軽減を

はじめとする定着率の向上が、院内全体の重要課題である。さらに、医

師においても、国により令和６年度から時間外勤務の上限が設けられる

ことから、負担軽減について同時に検討しているところである。 

 

課題解決に向けて 

募集する提案内容 

 他病院において、実際に職員の業務負担軽減を達成した DX の取組 

※他病院による事例は、当院と同機能（急性期）であることや、病床数

が同規模（当院：５７４床）であることが、望ましいです。 

※看護師業務の負担軽減が最も優先度が高いところですが、その他職員

（医師や医療技術者など）の業務負担軽減策についても、広く募集し

ます。 

 

（実証実験に関する提案の希望：あり） 

 

想定する提案の例 

（イメージ） 

（提案内容は下記の例に限定されるものではありません） 

・看護記録業務において、入力の簡素化を可能とするデジタルツール 

 など 

（他都市における類似の事例：□あり ■なし） 

※看護師業務の負担軽減が最も優先度が高いところですが、業務負担の

軽減につながった取組であれば、職種や業務内容に限らず、広く募集

します。 

課題解決に向けて、

これまでに実施した

ことがある主な取組 

・院内Ｗｉ－Ｆｉの整備 

・外来案内表示及び呼び出しシステムの導入 

・ＡＩ問診の導入 

・ＲＰＡ 

・ｉＰｈｏｎｅ（ＰＨＳの後継機器として令和６年２月から導入済） 

 

２ 提案にあたっての条件について 

募集期間 
掲載日～令和８年３月３１日 

（但し、予告なく中止することがあります） 



想定している 

実施時期 

（市の事業費負担がない場合） 

■ 随時 

□ 令和 年  月～令和 年  月の間 

□ その他（                        ） 

 

（市の事業費負担がある場合） 

令和７年度以降 

提案者に求める 

専門性 

（ 医療ＤＸ ）に関する知見、ノウハウ 

本市から 

提供できるメリット 

■ 連携事業の広報・ＰＲ 

□ 関連するデータ（            ）の提供 

□ 実施にあたっての関係機関との協議・調整のサポート 

□ その他（                        ） 

その他の留意点 

■ 基本的には、市に事業費の負担が生じない提案を希望しています。 

 （実証実験を想定しており、本格導入時には予算措置を行います。） 

■ 現時点での予算措置はありませんが、提案内容により予算措置を検

討することがあります。（市の事業費負担がある提案の実施に関して

は、関係法令等に基づき、改めて、公募等を行います。） 

（以下には、個別の留意点を記載） 

・ 

・ 

・ 

提案内容に関する 

お問い合わせ先 

（事業所管課） 

鹿児島市立病院事務局 経営管理課 経営戦略係 

電 話：０９９－２３０－７０１３ 

メール：hpkeiei-keikan@city.kagoshima.lg.jp 
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